

































































































石棺墓：図 1、写真 1)と｢身体包囲型｣(矢藤治山墳丘墓：図 2)
の副葬配置をとる事例が存在するということを明らかにした。
そして、これらを含めた被葬者をはさんで鏡を副葬する事例(先
ほど挙げた8例)の意義を完形鏡によるそのような副葬配置と
関係付けることにより「僻邪と破邪」にあったという結論を
出した。このような鏡の役割は結論までの経路に違いがある
ものの小山田宏一氏の考察(「『再生と復活』の観念と『遺体
保護』の観念」そして「僻邪および破邪の観念」)と類似する
点である(小山田 1992)。また、上記のような鏡に「僻邪と破
邪」の力を認める思想は古代中国に根付いていた道教思想の
影響である、という先学の研究を用いるならば(福永光司1973)、
庄内式併行期には既に道教的思想が断片的にしろ日本国内に
流入していた可能性も考えうるのではないだろうか。従来は
早くても古墳時代前期(庄内式併行期は除く)、遅ければ 7 世
紀にならないと道教的思想は日本に流入してこなかったと考
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